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要旨

1996年 7月に出された中教審答申は、 21世紀の教育を正面から論じており、その意味する

ことを検討しておく意義は大きいといえる。例えば、“21世紀までに全学校にインターネッ

トの設備を"という提言は、黒船の再来航を想起させるにしても、開校派に限らず、生涯学

習や健康教育をはじめとする自己決定力を養成する教育本来の意義を再確認させている O 教

育情報の観点より、若干の実践例とともに、その由来と新しい授業形態について考察した。

キーワード:繰り込み概念、パラメー夕、シンメトリ、横断性、情報能力、継承、双方向性、

可触性、 IDoDa、渦、膜、紐、エージェント、コラボレーション、波動と拡散、

校源病、相対論、開かれた学校、自己決定、本歌取り、エントロピー

1.はじめに
ワードを、問題把握のために、最近出版された

本より集めてみたのが、図 1である。

まず、自己決定と教育情報周辺の関連キー 小学校における実態調査(表 1、表2)によ
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ると、情報教育の着実な進展がみられ、長野・

熊本・大分では、設置100%を既に達成し、チー

ムティーチング、情報教育専科、採用試験に情

報科目を導入するなどで対応を急いでいる。ま

た、鹿児島・岡山・山口・徳島・宮崎なども達

成まじかで、操作できる教員の研修も盛んであ

るが、他の県は遅れぎみである O

インターネット導入も大阪府や岐阜県で全校

導入が始まったのをはじめ、 NTTのこねっと

プランで1000校、アップル社のメディアキッズ

や文部省プロジェクトに数100校など、対応は

極めて急速である。勿論、大学の研究において

は、これからの必須リテラシーになり、 Eメー

ルなしには共同研究も不自由になりつつある。

既に広島市の公立高校でも導入が決まり、全学

校に設置されるのも近いと思われる。

一方、情報教育の意義や活用法についても、

学会のみならず、いたるところで議論されるよ

うになっている。なお、実践を含め手速い情報

入手先は、教育関連の雑誌類である。何がポイ

ントなのか、社会的要請と折り合う考え方につ

いて、これからの新しい教育に関する問題把握

と自身の実践を次にまとめてみた。

表 1 小学校のコンビュータの設置状況

( )内は平成2年度

平成7年度文部省調査

学校数 23，997 
A (24，586) 

設置校数 20，322 
B (10，078) 

設置率% 84.7 
A/B (41. 0) 

設置台数 140，023 
C (33，743) 

平均台数 6.9 
C/B (3.3) 

」
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表2 小学校教員に関する調査結果

教員数 414，107 
F (439，800) 

操作可能数 133，470 
G (56，284) 

操作可能% 32.2 
G/F (12.8) 

指導可能数 51，362 
H (11，542) 

指導可能% 38.5 
H/G (20.5) 

2. これからの新しい教育

私立大学の授業を変える(私立大学情報教育

協会， 1996) によると、これからの教育につい

て、次のようなポイントをあげている O

情報環境を活用した授業改善

(情報能力の育成)

対話型の双方向授業

ネットワークによる事前・事後学習

学生の能力に応じた個別授業

理論と実際のマッチング

模擬環境によるシミュレーション捜業

従来の教育は、「黒板とチョークと教員」と

しばしば表現されているが、これからの教育は、

視聴覚などの技術を導入したという程度の理解

ではすまなくなっている O

受身的なこれまでの学習者の行動パターンを

反省して、既に次のような行為(学習活動)を

取り入れる動きがある。

選ぶ(観る、聴く、調べる、遊ぶ、探す)

創る(書く、動かす、描く、演じる)

伝える(繋ぐ、出会う、語る)
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同じ「学ぶ」でも、能動型の意味合いが強く、

むしろ「獲得する」と呼んだ方がよくわかる O

S.ブラウンは、学ぶことを必然的にあるコミュ

ニティに参加する(環境に入る)ことといって

おり、マッキーパーはコミュニティを精神的統

一体と規定して、特色ある凝集力(魅力)を念

頭において、選ぶ過程を含ませている O

日本では、特色のあることが調和を乱すと判

断され、フリースクールや自由学園なども異端

扱いされた歴史がある。辛うじて、「物知り」

がいるという点で一部の進学校や進学塾は人気

を集めているが、選ぶ過程を序列化した反動で

意義を喪失したり知識が陳腐化して、その伝授

のみでは成立しない段階にきているO 普通科の

みならず、創る過程を取り入れた総合学科も同

様で、今の目新しさもすぐにマンネリ化し、ゴ

ミ化する危険にさらされている。

足りなかった観点は、参画を意識し、自分の

行為に意味を見出していく努力であろう。ヒッ

ポクラブや KJ法実践のように、熟成の場を用

意する必要がある O

その大きな場の一つがインターネットであり、

様々の制約を除去している点は新風土というに

相応しい。さらに、フリースペース、パブリッ

クドメインの意識を向上して、世界が一つのグ

ローパルピレッジになるという予測は、 R.

オーエンの空想的社会主義を初併させるとして

も、だれでも、いつでも利用できるシステムを

目指すことは、着実にそれに近づく路である。

日本においては、産業界や業者の宣伝と思惑

が先行したが、世界標準への開放性を無視でき

なくなっており、マスメディアやジャーナリズ

ムでも、報道と論評の両機能(情報発信の判断

力)を失ってはならないという反省がある O

また、従来の教育の反省として、創造性を培

うという目標がある。しかし、手本通りの受身
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的な芸術活動に留まり、模倣という段階に萎縮

してみえる O 性急で見通しのない評価もその原

因の一つにあげられる。今までは、伝えるのは

教師の特権で枠をはめていたといえるかもしれ

ない。

しかし、問題解決能力の養成を重視するなら

ば、同志で伝え合いながら修正していく、

フィードパックの過程を疎かにはできない。ま

た、伝え合うことによって新たな学びの段階に

入って行けるともいえる。

教育における規範への適応の段階は、一時的

にそう見えるだけであって、幼年期においては

なおさら、モンテッソーリやシュタイナ一教育

のような未来へ向けての獲得の欲求に基づく関

係学習の体験においてこそ、個の確立が可能で、、

精神的に独立した存在になるといえる。作品づ

くりもこの延長線上に捉えられ、評価に耐えう

るだけの責任と他者への寛容な態度も、それに

よってごく自然に育ってくる。

第15期中教審答申(1996.7)では、「生きる

力」と表現され、生涯学習(自己実現のニーズ)

のエンジンとして、実践的な知恵(知性、感性、

倫理観など)を身に付けるよう提言されている。

手立てとして、ゆとりがあげられているが、

自分さがしの旅、他者との共生、異質なものへ

の寛容、社会との調和(文化伝統の尊重)とい

う記述もみられる O 総合的な学習の時間のみで

なく、教科の枠を越えた横断的・総合的な教育

活動の展開が、必要かっ有効であり、本格的ネッ

トワークの活用を提言している。具体的には、

学校聞や地域との交流や情報データベースの利

用を日常的に行い、発信能力を高めるとうたわ

れている O また、環境問題の学習などにも有効

で、僻地、病院などにインターネットを活用す

ると、さらに効果的としている O

なぜ導入なのかについて、日本の初等中等教
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育の 3つの致命的欠陥を述べている本(パソコ

ン教育不平等論， 中央公論社， 1996)がある。

コミュニケーション能力の欠如

思考力創造力の欠如

情報発信自己表現力の欠如

さらに、『本当に好きなことを獲得できた子

供は大人になっても自発性や創造性、好奇心が

旺盛で、、常に「やりたいことJ I好きなこと」

を持ち続ける。 しかし、獲得できなかった子供

は物事に対して冷めた大人になりやすい。イン

タラクティブなエデュテーメント (遊びながら

体験学習する)性は絵本の比ではない。電子紙

芝居にだって自分を投影できる。教育とは可能

性を伸ばすことで、はなかったか。」と述べている。

アメリカの K-12プロジェクトでは、学校閲

をインターネットで接続し、授業に活用してい

る。コミュニケーション能力においては、話す

内容が問題になってくるのは当然だが、国際化

対応の言語環境を整えると、幼年期の音声・リ

ズム・メロデイの記憶を刺激によって回復でき

るという早期教育のメリットも報告されている。

また、 21世紀初頭の未来状況として、郵政

省・通産省の推進する情報スーパーハイウェイ

がもたらす雇用は120兆円に達し、次の3つ (240

万人)を中核として、関連する産業に過半数が

従事するといわれている。

産業端末製作産業

伝達サービス産業

コンテンツ (内容)産業

周辺の仕事との関わりも、次のように徐々に

拡大しており、消費大衆層にも浸透しつつあるO

業務の機械化:計算

情報処理の道具:ツールDB

相談メディア:通信機能

これが、情報革命とよばれる所以である。産

業革命は明治以降の教育において、歯車、人間

疎外という深刻な課題を突き付けたが、個性の

みに道を求め、閉じた学校の中で批判を避ける

段階は過ぎようとしている。産業革命がもたら

したモノの所有・独占と、流れに価値を認める

情報とにははっきりと差異があり、 このことカ人

政治経済を始めとする旧来システムに混乱と構

造変化をもたらしている。

R. オーエンは生産の共有に基づいた友愛と

ヒューマニズムを基礎においたが、派生した 2

つの不安定な平和共存体制がカタチを失い、交

流を前提とした共生概念が奔流(メインストリー

ム)になろうとしている。

不思議なほど日本では、マスメディアや学会

で取り上げられていないが、今こそ GII(世界

情報インフラ)にもある哲学が必要である。ユ

ニパーサル・サービスや、 IDoDa(いつでもど

こでもだれでも)が象徴するように、情報が国

民すべてに妥当な料金で提供されるようにする

ことは非常に大きなポイントで、通信自由化と

過疎地教育への公的援助を始め、教育での通信

の優先利用などに関し、先行投資の先見性が要

望される。

コミュニケーションは、言語・文字・印刷・

放送・電話と拡大してきたが、デジタルなバー

チャル世界で再びリアルタイムの双方向性が見

えてきた (テレからインタラクティブへ)。

敷居が低くなるにつれ、女性が確立した消費

財としての電話(道具からメディアへ)の見方

がインターネット上に展開された近未来は、男

性にとってはさながら修羅場となる可能性もあ

4 ~ 
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る。ともあれ、ジンメルの「社会とはコミュニ

ケーションである」あるいは、タルドの「社会

とは模倣である」を引用するまでもなく、イン

ターネット社会は極めて魅力的である。

再び学習に限定すると、これからの情報教育

(高陵杜書庖， 1995)では、次のようなインター

ネット学習の利点をあげている。

好奇心からやる気を引き出す

未来に通用する実践力をつける

わかってもらえるよう表現に関心が向く

情報を探すことが.わかる

整理分類が出発点

制限が大きくなくなる

自分のやり方でできる

外見より中昧に関心が向く

発言に責任を持つ

評価の限が養われる

また、重要な観点として、知識データそのも

のではなく、キーワードや検索場所を思いつく

ことをあげ、教師は少なくとも自ら問題解決者

として振る舞えるだけの専門性を持っているべ

きだとしている。

主な授業形態の一つである課題研究は、生涯

学習の自己実現を図る能力・態度の養成や意欲

にねらいがあるので、評価も観察記録や自己評

価、フィードパックに関わってくる。従って、

表層的な自己認識や他者理解の段階に留まるべ

きではなく、交流の仕方も差異を強調せず、同

じ出来事を対象に、感じ取り方の違いを納得し

て、高度の概念形成をめざすべきであるとして

いる。これは、相対論やシンメトリの考えとも

共通している。

本学の情報関連科目として開講されている情

報社会論のインターネットを活用した最初の課

題研究として、各人の関心事から次のようなテー

マが選ばれた。

いじめ

文系における情報教育

死刑制度

地震対策

インターネットからの取材と考察を主体にし

たが、行政からの発信の他に、アムネスティ活

動や阪神大震災後の地道なボランテイア活動に

ふれる機会も得られた。選択肢が一つでない問

題が、こんなにも身近に沢山あることが認識さ

れたO

また、合意形成や自己認識に効果のある K]

法をネット上で可能にする ISOPというソフ

トを使って、身近な生活課題に取り組んだ。問

題把握・原因追求・解決策の各段階の図解を形

成する中で、分析力と自己決定力を高めていっ

た。

最後に、学習者聞の相互作用に留意し、共通

課題として、梅原猛の「共生と循環の哲学」よ

り、次の分担をして、インターネットからの図

書データベース検索や資料収集を行ない、ゼミ

的に発表と関連課題のレポートを繰り返した。

森と環境

南方熊楠とコ卜の哲学

柿本人麿(社会批評)と本歌取り

蓮如

著者の内的一体化が、学習者にも射影され、

生活・文化・社会の各層で結晶化のタネが撒か

れればと思っている O

答えを急ぎすぎたが、同様の課題は数多くあ

る。「科学技術」とよく一体化した表現で用い

5 -



広島文教教育 11巻

ること自体、近代主義(科学万能思想、)に基づ

いている O その落とし子的課題としては、

温暖化、オゾンホール、酸性雨、砂漠化、

海洋汚染、熱帯林破壊、絶滅生物、人口爆発、

生活習慣病、化学物質汚染、バイオ食品、

遺伝子操作、農薬、産業廃棄物、放射線障害

などがあり、長期的には真撃に深刻で、ある。

精神メカニズム的心理学、人問機械論も同様

で、デカルトの物心三元論、要素還元主義とい

う前頭葉至上主義に基づいている O

一方、最近隆盛の感性至上主義、道具論もモ

ノからの脱却を図らない限り、同様の行止りに

直面する O 道具は確かに次のように、生活・文

化・社会に大きな革命を引き起こしたが、これ

までと情報とは、モノづくり、あるいは、その

影としての武器ともにニュアンスを異にしてい

る点に注目すべきである O

狩猟石器と矛盾

農耕農具

工場機械(化石エネルギーを含む)と大砲

IDoDa情報(素材、出版、通信)

IDoDa自然エネルギー

そこで、なぜ今、聞かれた学校でなければな

らないのか、原因追求のため、新しい学力観周

辺を調べてみた。

3.新しい学力観の周辺

3 -1.ヨソ

慣習として、イエとムラの意識があるとよく

いわれる。ムラの付き合いは孤立しないための

条件でもあった。名残として、ウチ・ソト・ヨ

ソの意識があるともいわれる O ソトは自分と縁

6 

のある範囲、ヨソは全く無関係で無関心。

都市化によって、いきなり隣はヨソという状

況にもなっているが、依存型自己の習慣はアウ

ンのムラを形成してきた。しかし、内部告発や

情報公開条例によって、その境は破られ、新し

い関係が求められるようになった。

コミュニテイやジェンダーのエンパワーメン

トも大きな力となっているが、情報化社会のタ

テからヨコへの繋がりも見落とせない。情報伝

達速度の遅いうちは、自然地理的条件や体制が

ムラを決定づけていたが、ほとんどリアルタイ

ム感覚の通信の発達は、メーリングリストやホー

ムページのリンク網によって、新しい仲間づく

りを可能にした。加入脱会の自由を確保して、

さらに動的でハイパーな形態になってくる。

ヨソ

仁コ
:ウチ:

， 

図2 心理的地理学の変化

図2は、その心理的地理学の変化を模式図に

したもので、独立的自己の形成とソトとの繋が

り、そして、ヨソとの関わりを課題としている

表現である。

3-2.ケとカガミ

時代劇のみならず、個人にはその生きた時代

が反映されている O 自己認識の発達においても、

他者の期待が自己形成を促すミードのI1me論

やクーリーの「鏡に映った自己」のようにフィー

ドパックは重要である。コトパを空気に吐くよ

うに、コンピュータも創作や発信をすれば、や
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がて自己に戻ってくる鏡メディアである。また、

ウチとソトのイメージでいえば、窓である。

自己の想いと帰ってきた反応の差は、デユー

イの「意味は絶対的にあるのではなく、状況や

視点によって変化する」というプラグマテイズ

ム的楽観論を取り込みながら、高次の形態へ止

揚していく。 1)ットは種々の教育の内含するア

ンピパレンス(二義性)を哲学普遍性である事

象 (Sache)の中で陶治するといったが、その

縁の場がインターネット上に用意される。アン

チノミ(二律背反)も種々の異文化・異分野交

流の中で、克服されていく。

ラスウェルは、誰が何をいかにして誰にどの

ような効果を、というメディア効果分析の公式

を提案したが、ハレの日の花火のようなパルス

ばかりではなく、日常のケに反復するリズムを

伝えることこそが大切で、ある。リットもベスタ

ロッチ以後、古典陶治が避けた実利、合目的、

機械、道具性を取り込む決断が必要と説いてい

る。リテラシ一実用主義や社会的要請を教育哲

学に折り込んで、いく路もはっきりしてきた。

歴史は、人生や体制のライフタイムを明らか

にしてパノラマにしてくれる。時空のスケール

の差異を繰り込んだ、マンダラフラクタルは、た

とえば、次のような大小の渦の紋様になる。

↑中↓
メディア

中
図3 個と組織のフラクタル
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3-3.波動と拡散

ラザースフェルドの情報における 2段階の流

れモデルは示唆的である。オピニオンリーダへ

の流れは波動型で一種の衝撃波であるが、個人

への流れは接触拡散型で、ゆっくりと伝わる。イ

ンターネットは波動、行動は外部拡散、思考は

内部拡散ともいえる。また、レビンの門番概念

はノード上のエージェントを想起させる O マス

メディアにおいては、流行課題(アジェンダ)

が時代の雰囲気を醸し出しているが、レトロや

リフレインは心地良いリズムの範囲で共鳴して

いるのがいし、。

ソース 波動

ー今
拡散

図4 情報伝達2パターン

3-4.脱

マズローの自己実現の段階に相当して、行動

思考パターンにも変化が伴う O 人間の場合は、

動物より行き過ぎることが反省点である。

生理的欲求:機能、目的、発展、進化、

利己的遺伝子

安全・安定への欲求:競争、所有、個人

所属の欲求:協調、権威、科学

称賛の欲求:言語中心主義、分配、名誉、

価値、アイデンテイテイ

自己実現の欲求:心、神、社会学的全体、

主体的人格、自由、友愛

フロイト流にいえば、父性あるいは、男性中

心世界観は、攻撃性と独占欲を伴い、欲求の各
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レベルでカタチとなって現われる。善に向かう

につれ、不要な仮説は、脱ヒロイズム、脱ニヒ

リズム、脱ナルシズム的性質を帯びてくるよう

であるO 科学も内部整合性を主張する数学形式

によって表現された「現象」の不確実な記述と

認識され、経験的事実もスケール変化により、

感覚的データに規格化(ノーマライズ)されて

くる。脱封建がわかりやすい例だが、人為的部

分のライフタイムは短いことに早く気づいて対

処すべきである O

3-5.現象とホントウ

フッサールにはじまる現象学はきわめて多く

のことを示唆している。科学技術のもたらす世

界像は人間の生の感受と深い断絶があるという

反省から、南方熊楠あるいは、アインシュタイ

ンも同様だが、事象に着目し、真理の束縛を脱

している O 相対論は絶対主義からの自由であり、

いわゆる寄る辺なき相対主義ではないことには

注意がいる。

「ほんとう」という問題は、人間にとっては

根本的に評価、すなわち、価値や意味や審美性

の問題である O 従って、認識や存在は感覚を頼

りにした推論であり、美や愛を信じることが唯

一の救いとなる。

世の中の矛盾を編み変え、考え直す旅が始まっ

ている O 拘泥せず、捨象しつつ、クール(脱詳

細)情報やファンタジー(夢)情報の中から次

のステージを展望することができる。捨てるは、

まさに高次のキーワードになっている。

3 -6.言語相対論

言語相対論は、日常使用する個別の言語が表

層的には異なったものの見方を導く一方で、共

通する普遍的特徴を持っていることを追求して

いる。自己のどの領域で相手と付き合うかによっ

8 

て、異なる行動と話し方になるといえるが、学

習者の言語環境とモチベーション(伝えたい内

容)が大切である。国際化に合わせ、コミュニ

ケーションの基盤となるレディネスが要請され

るO

3 -7. メタ情報

メディアはメッセージであるというマクルー

ハンの有名な言葉があるが、メッセージの受け

取りを意識化する努力が必要であるO

「メタ情報」あるいは、モード情報から補間

され暗黙知であったことも、異なる文化との出

合い、「グローパル」化の中で洗練され、普遍

化されるO これこそが、科学技術の発展が内在

する危険性をチェックする唯一の道であり、ロ

ボットの設計思想とも共通している。また、他

元的で多様な見方は、自己決定するための重要

なポイントとなる。クール情報、言語相対論に

も共通し、受け取り方の違いが発見と深い認識

に通じている。

話は飛躍するが、短歌に「本歌取り」という

のがある O 普遍的本歌のバリエーシヨンを楽し

むものである O 応用例やパロデイのレベルから、

空間や時間における視点の変更等のレベルまで

発想に参考になること限りがない。連歌や連商

などネットワーク上でも楽しめ、メーリングリ

ストやコラボレーションも同材iのスタートライ

ンに立っている。

3 -8.環境学

柿本人麿以来の文明批評詩人といわれる宮沢

賢治の作品には、シンメトリな視点の変更が多

くみられる O たとえば、注文の多い料理屈では、

自然を開拓して食うはずの人聞が、逆に食われ

てしまう O 梅原猛の言葉を借りれば、フンパパ

の森(アニミズム)をギルガメシュ以来の近代
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主義(創世紀世界観)が破壊して、そのつけが

回ってきている O 遅ればせながら、都市に森を

つくるO 校舎に木の自然を取り込む。など、自

然保護人間中心主義からの脱却が始まったが、

松くい虫駆除が象徴的なように、新たな公害の

免罪符にすぎない心細さである O

保存から生活への視点、共存(それぞれが独

立あるいは従属)から共生(それぞれが依存自

然愛)への視点は、ヘラクレイトスの循環の哲

学以来忘れられていた共生と循環型の世界観を

復活させている O 考え方には、自然の母性を強

調するエコフェミニズム、協調的社会性を導入

したソーシャル・エコロジーなどカfあるカ宮、ラ

イフスタイルへの要請と現実の欲望とが大きな

ジレンマになっている。解決策は時間要素と競

争しているようにもみえる。

3 -9. ジェンダー

フェミニズムは女性の権利獲得に主眼を置い

たが、ジェンダー論は、社会的に決定された性

差からの解放(家族や契約の再構築など)を重

点にして、開発 NGO(非政府組織)の主要計

画にもなっている o GAD (ジェンダーと開発)

の視点では、労働力に権利が付随したという認

識以上に、裏方あるいは、影とみなされた部門

への女性の参画を意識している。コミュニテイ

の管理も大きな役割であり、母性が開花したイ

メージで捉えられる。

経済的な還流政策によって、嫉妬、あきらめ、

自分勝手は、ライフスタイルにデザインし直さ

れ、子どもたちの伴走者、共同制作者、さらに

は開拓者に姿を変え、疲労のこない共生世界と

いう夢を実現していくと思われる Iありがとう」

という紳が、確かなカタチとなっていくことを

信じ、さらに高次の発想に連結させていく必要

があるO 親驚・蓮如は、「悪人正機J I女人正機」

を唱え、解放の方向性を示したが、ジェンダー

論も男女差別撤廃の形式レベルを超え、共生社

会の根幹概念に成熟していくことを願う。

3-10.校源病

イリイチのいった医源病は教育にもあてはま

るO 医者が起源の病には、医療ミス、薬づけ、

不要手術、セラピー依存症、必要のない延命措

置などがあり、ホスピス自然死、脳死からの移

植拒否、輸血拒否の自己決定なども個人の権利

あるいは自然の摂理への負託と考えられる。

病気というとすぐ治療を考えるが、癒すのは

自然であり、人聞はケアする(看取る)だけで

ある。その意味では、癒し屋はインチキ祈祷師

であり、カウンセリングも医者気取りや縄張り

争いをしているようではいけない。

同様のことが教師にもあてはまる。校源病と

名付ける人もあるが、医者の場合に対応して、

指導ミス、テストづけ、不要科目、偏差値依存

症、強制的な定員振り分けと驚くほど落とし穴

が沢山ある O 自由選択科目(学校)や教育され

る側の評価など、当然といえば当然である。

また、母源病も子どもを脆弱にする。科学や

一方的な情報に支配され、過保護や過干渉になっ

て、乳離れ、子離れできなくなったり、逆に愛

情なく育った精神的後遺症も人工の恐ろしさを

警告している。

薬害、遺伝子操作、生活習慣病なども課題だ

が、生涯学習や健康教育における自己決定を念

頭におくべきである。 QOL(クオリテイ・オ

ブ・ライフ)を高める情報流通が必須である。

自己決定を高めるトレーニングとして、学校

教育にも社会的評価を繰り込んで発展させてい

く必要がある。

9 -



広島文教教育 11巻

4.段階的獲得訓練過程

ホワイトヘッドは知的発展のサイクルを

ローマンス (romance)の段階(幼年に相当)

精確さ収得 (precision)の段階(少年)

一般化 (generalization)の段階(青年)

としたが、このサイクルを次のような小サイク

ルの連続として、考えることもできる。

知る(接触)………好奇心いっぱい

分かる(選択)……分析文法修得

できる(活用)……具体的適用

これは、 Plan、Do、See (、 Follow)という

組織論のプロセスとも重なり、繰り込み的発想

としてあ11'た

ノーマライゼーション

第O近似

リノーマライゼーション

にも一致している。

問題解決は、上記のプロセスを lサイクルと

して、次第に習得から獲得、納得、そして会得

の段階に入っていく。 K]法でも、問題把握、

原因追求、解決策の各レベルで螺旋状の繰り込

みが行なわれている。これを段階的獲得訓練過

程と名づけ、どのような展望が聞けるか考察し

た。

同様の螺旋状過程を意識して作成された音楽

指導法がある O スワンウイツクとテイルマン

(1986)によれば、音楽的発達は個人と社会的

共有の聞を螺旋的にめぐりながら、

..18 

価値:象徴、体系

形式:思索、慣用

表現:表出、語法

素材:感覚、操作

図5 音楽発達の螺旋状過程
(スワンウイック， 1992) 

と上達していく。ポイントは、評価を通しての

フィードパック相互作用である。

栄養指導とカウンセリングという 2年間の展

開に上記の内容を取り込んだ本学鎌田澄江教授

の実践がある。次の 6段階の訓練により、螺旋

的発展をめざすカリキュラムである。

1 .主訴への応答5択

2.主訴への応答記述

3.対話の応答記述

4.対話の応答穴埋め

5.応答例の評価グループワーク

6. グループカウンセリング

最初はドリル的要素が強いが、発表と自己分

析のフィードパックにより、解釈・評価・診

断・支持といった態度が総合的理解に変容する。

4段階にもなると、応答は自発的に行なわれ、

教師の発言はポイントのみで伝わる。 5段階で

は、新規課題や細部の検討において、学生同志

の相互作用に任せ、コメント程度で理解が行な

われる。シミュレーシヨンの最終過程において

は、臨機応変な判断力を養成する。指導者養成

のみならず、「生きる力」の育成に主眼をおいて、

教育一般もこれを念頭にコースを再設計すると

よい。螺旋的循環の意味は、回帰の度にスケー

ルが拡大し、確実になっていくことである。

10 -



吉田:開かれた学校と教育情報

5.まとめ

自己決定を情報の立場で支援する授業形態に

ついて、新しい学力観周辺の原因追求を含めて、

考察した。また、脱、すなわち管理や拘束はい

つか解け、自由に飛期していくべきことを再確

認すれば、開かれた学校の内容を段階的獲得訓

練として再構成する意義は大きしそれこそが、

学校や教科が意味を復活する路となり、教師の

位置も確認される。

ハイパーメディアとよばれるインターネット

上に出現した場は、教育の新風土ともいえる O

そのハイパーテキスト構造は、脳内あるいはガ

イアの射影であり、マルチメディアはコミュニ

ケーション空間を飛躍的に拡大している O

膨大な情報量を活かす路は、評価を積極的に

取り入れ、エントロピーを減少させ質を高めて

いく繰り込み手法の活用である。情報の循環が、

まず先駆波となって、種々の循環がシステムに

波及していくことと思われる。そして次には、

条件づくり、手順化の具体的作業が待っている

が、繰り込み(リノーマライゼーション)はそ

の主導概念となっている O
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